
国立大学法人小樽商科大学グローカル戦略推進センター

　
小
樽
市
内
か
ら
余
市
方
面
に
向
か
っ

て
国
道
5
号
線
を
進
み
、
塩
谷
地
区
に

入
っ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
山
側
に
盬

谷
神
社
（
以
下
、
塩
谷
神
社
）
の
鳥
居

が
見
え
て
く
る
。
同
神
社
は
小
樽
最
古

と
も
い
わ
れ
る
極
め
て
古
い
歴
史
を
持

ち
、
延
宝
2
（
1
6
7
4
）
年
、
近
江
商

人
の
初
代
西
川
伝
右
衛
門
が
現
在
地
よ
り

海
側
の
塩
谷
村
大
字
塩
谷
出
崎
𩸽
澗

（
ほ
っ
け
ま
）
に
ニ
シ
ン
漁
場
を
開
い
た

際
、
番
屋
内
の
神
殿
に
京
都
の
伏
見
稲
荷

大
社
か
ら
分
霊
を
勧
請
し
た
こ
と
が
創
祀

と
伝
わ
る
。

　
寛
政
2
（
1
7
9
0
）
年
3 
月
、
場
所
請

負
人
の
西
川
准
兵
衛
が
𩸽
澗
（
8
8
4
番

地
）
に
社
殿
を
創
建
し
、
以
来
、「
稲
荷
神

社
」
と
し
て
塩
谷
村
の
発
展
と
と
も
に

栄
え
て
き
た
。
主
祭
神
は
稲
荷
神
と
し

て
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
「
倉
稲
魂
命

（
う
か
の
み
た
ま
の
み
こ
と
）」（
五
穀
豊

穣
を
守
護
す
る
神
）、「
大
物
主
命
」（
全

国
の
金
刀
比
羅
宮
の
主
祭
神
で
、
海
上

交
通
の
守
護
神
）、「
事
代
主
命
」（
恵
比

寿
と
関
わ
り
が
深
い
商
売
繁
盛
の
神
）
を

合
祀
し
、
ニ
シ
ン
漁
や
海
運
業
な
ど
で
賑

わ
っ
て
い
た
塩
谷
地
区
の
総
鎮
守
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
た
。

　
社
務
所
の
向
か
い
側
に
あ
る
絵
馬
堂

に
は
、
塩
谷
村
や
佐
渡
、
秋
田
な
ど
各

地
の
船
主
た
ち
が
奉
納
し
た
船
絵
馬
が

30
面
の
こ
っ
て
い
た
。
塩
谷
神
社
は
小

樽
で
最
も
多
く
船
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
た

神
社
な
の
で
あ
る
。
第
二
鳥
居
の
少
し

奥
に
あ
る
灯
籠
は
越
前
産
の
笏
谷
石
製

で
、
青
色
の
石
が
と
て
も
美
し
い
。
本

殿
近
く
に
は
出
雲
狛
犬
、
本
殿
前
に
は

尾
道
の
石
工
が
作
っ
た
灯
籠
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
塩
谷
村
が
当
時
、
北
前
船
で
賑

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
遺
産
で
あ
る
。

　
神
社
は
順
調
に
発
展
し
、
明
治
19
年

8
月
に
は
境
内
地
が
手
狭
に
な
っ
て
き

た
た
め
、
現
在
の
ゴ
ロ
タ
の
丘
付
近
へ

移
転
し
た
。
大
正
5
（
1
9
1
6
）
年
、

四
国
の
琴
平
神
社
の
分
霊
を
勧
請
し
た

丸
山
神
社
（
明
治
4
年
創
立
）
を
合
祀
。

社
名
を
「
稲
荷
神
社
」
か
ら
「
盬
谷
神
社
」

に
改
称
し
、
現
在
地
へ
移
転
し
た
。
昭

和
21
（
1
9
4
6
）
年
4
月
に
は
宗
教
法

人
令
に
基
づ
く
神
社
本
庁
所
属
の
神
社

と
な
り
、
同
28
年
5
月
、
宗
教
法
人
と

な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
明
治
初
期
か
ら
例
大
祭
の
神
輿
渡
御
行

列
の
花
形
で
あ
る
「
松
前
奴
」
は
現
在
も

伝
承
さ
れ
て
い
る
。
松
前
奴
は
漁
夫
た
ち

が
豊
漁
を
願
っ
て
始
め
た
と
言
わ
れ
、
三

つ
巴
の
紋
入
り
の
前
掛
け
と
鉢
巻
き
を
身

に
つ
け
、「
ヤ
ー
キ
タ
リ
」（
奴
が
来
た
）

と
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
、
先
端
に
房
の

つ
い
た
約
4
m
の
棒
を
振
り
、
ゆ
っ
く
り

と
練
り
歩
く
の
が
特
徴
で
あ
る
。
平
成
30

（
2
0
1
8
）
年
11
月
に
は
「
塩
谷
松
前

奴
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

　
松
前
奴
は
成
人
26
人
で
編
成
す
る
が
、

こ
こ
20
年
ほ
ど
は
担
い
手
不
足
の
た
め
、

市
内
の
中
学
生
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
。

近
年
、
各
地
の
中
高
大
生
も
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
、
数
年
後
に
大
人
奴
の
演

技
を
披
露
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
3
5
0
年
近
く
に
及
ぶ
歴
史
を
持

つ
塩
谷
神
社
は
い
ま
も
未
来
に
向
か
っ

て
歩
み
続
け
て
い
る
。

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学
鹽谷神社
（小樽市塩谷 2-20-20）
延宝 2（1674）年、初代西川伝右衛門が現
在地より海側の塩谷村大字塩谷出崎𩸽澗に
ニシン漁場を開き、番屋内の神殿に京都の
伏見稲荷大社から分霊を勧請したことが創
祀と伝わる。寛政 2（1790）年 3 月、西川
准兵衛が𩸽澗（882 番地）に社殿を創建。
明治 19 年 8 月、現在のゴロタの丘付近に
移転。大正5年5月、現在地に移転。その際、
丸山神社を合祀。平成 10 年、伍助澤稲荷
神社を合祀。社殿周辺に拡がるハルニレを
主体とした樹木林は、推定樹齢250～300年。
鎮守の森の雰囲気を醸し、良好な自然樹林
として貴重であることから、平成 7 年、小樽
市指定保全樹林に指定（第 5号）。
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落
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司
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塩谷神社の船絵馬。30面ある。左上：金毘丸。明治23年6月吉日、奉納。右上：海通丸。明治30年3月吉日、
秋田県秋田市新町十九番地の坂井嘉一郎が奉納。左下：長丈丸。明治 12 年 9 月 19 日、塩谷村の今
堀丈輔が奉納。右下：調査中の船絵馬の一部。

第二鳥居。老朽化により平成 26 年に撤去され、
令和元年 6 月に新しい鳥居が建立された。高さ
5m、幅6m。

出雲狛犬の「構え獅子」型。島根県の宍道湖畔
で採掘される来待石製。

「合祀丸山神社記念碑」（昭和 52 年建立）。右奥
は「伍助澤稲荷神社」の石碑（平成 13 年建立）。
前者は大正 5 年、後者は平成 10 年、塩谷神社
に合祀された。

慰霊殿。「紀元二千六百年」（昭和16年）に創立。
発起人・創立者は当時の塩谷神社宮司・鈴木秀造。

明治 43 年、日露戦争の戦没者の霊を祀るため
に建立。その後、「支那事変」「大東亜戦争」の
戦没者の霊を合祀。平成 3 年、オタモイ道路改
良工事に伴い現在地に移設。

C e n t e r  f o r  G l o c a l  S t r a t e g y （ C G S ）

小
樽
れ
っ
け
ん

鹽谷神社
しお     や     じん   じゃ

ニシン漁や海運業で繁栄した、塩谷地区の総鎮守越前産の笏谷石製の灯籠。明治13年、塩谷村の堀
内利兵衛が奉納。上部は別の石材で再建。利兵衛
は徳源寺に笏谷石製の三十三観音を奉納している。

絵馬堂。多数の絵馬が奉納されていた。現在は
倉庫として使用。

明治 43 年、塩谷村の久保田榮作、久保田アキが
奉納。尾道の石工、市邨定助の作。「取次」は尾
道市中浜の冨安佐助。
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